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報　告

初夏の香りが漂い始めるドイツ，2024年 6月 3日か
ら 7日にかけてライプツィヒのヘルムホルツ環境研究
センターにて第 12回国際根研究学会 （ISRR） シンポジ
ウムが開催された （写真 1）．本シンポジウムでは 「社
会が直面する 3つの最も重要な世界的課題，気候変動・
生物多様性の損失・食糧危機の解決に向けた根研究の
役割」 をテーマに世界中から集まった研究者たちが活
発な議論を行った．11のセッショントピックが設け
られ，5日間の会期中にプレナリーレクチャー 10件，
口頭発表 114件，ポスター発表 154件の多様な研究発
表が行われた．我々は 「根と炭素―土壌における相互
作用から炭素貯蔵まで」， 「根と水―希少かつ変動する
資源の効率的な利用」， 「根の可塑性―生存と成長のた
めの環境の感知」 の 3つのセッションに主に参加した．
遺伝子レベルのミクロな研究から全球レベルのマクロ
な研究まで多様な研究発表が行われる中で，大規模な
装置を用いてより野外に近い条件で行う実験や，根に
おける養水分吸収のメカニズムを組み込んだ物質の流
れや収量の変化のモデル化，いかにして非破壊的に根
の成長や生態を観察するかが世界的トレンドであると
感じた．
エクスカーションでは開催地であるヘルムホルツ環
境研究センター所有の農林試験場を視察した．広大な
敷地内には商品作物から樹木に至るまで様々な植物を
栽培し，圃場実験などが行われているのを目にした．
併設されている研究施設には気象条件を管理し植物を
育てることが可能な大規模チャンバーなどの機材が立
ち並び，ドイツの根研究を牽引するトップレベルの研
究環境を実感した （写真 2）．
パネルディスカッションでは，分野をリードする 12

人の研究者が壇上に立ち， 「どのように研究テーマを
決めているのか？」， 「学校教育において根に関する知
見は十分に伝えられているのか？」， 「我々のコミュニ
ティーが直面している問題は？」， 「根形質のデータ
ベース化は必要か？」 等のトピックを議論した．そし
て，最後に本シンポジウムの大きなテーマである 「根
は社会問題を解決する手段となりうるのか？」 につい
て，根が持つ可塑性や地上部への影響を鑑みると，加

速する全球規模の地球温暖化や食糧問題の解決には根
の研究が間違いなくこと重要であると結論付けられ
た．一方で，室内で行われている実験結果をどのよう
に野外に還元するのか，野外で検出された現象のメカ
ニズムをどのように解明していくのかが今後の課題と
して挙げられた．そのためには，今後根の研究者同士
が活発に議論をしていくとともに，地上部など他のコ
ミュニティーとも交流をおこなっていくことが重要で
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写真 1 ISRR開会式の会場の様子．
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写真 2 エクスカーションで視察したヘルムホルツ環境研
究センター内の施設の様子．

 試験場にある土壌断面では，植物根の伸長を直接
観察することができる （写真左）．メソコスム施
設 （iDiv Ecotron） では，植物の地上部と地下部の
生育条件を実験的に操作が可能である （写真右）．
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あることを確認した．今一度自身の研究が大きな流れ
のなかでどこに位置づくのかを明確にしていくことが
重要であると感じた．

以下に期待と緊張を胸に秘めて参加した信州大学  

（牧田直樹研究室） の学生の 「見て，聞いて，議論して，
食べて，飲んで，経験してきた事」 を滞在記として伝
える．
今回の ISRRは私にとって初めての国際学会で，不
安や緊張などもあったが，多くの学びを得ることがで
きた．学会が行われたドイツ，ライプツィヒは音楽の
街として知られ，駅に到着してすぐ目の前に広がる歴
史的な教会や建物に感動したと同時に，これから始ま
る ISRRに向け一層身の引き締まる思いがした．学会
会場につくと，参加者が終始活発に交流を行っており，
各国の根の研究の進捗や成果・展望について知ること
ができた．研究の発展において，研究者同士の交流の
重要性を感じることができた．ポスターセッションで
は，高山帯の樹木根による無機態・有機態窒素吸収に
関する研究発表を行った．英語による発表に慣れてい
なかったため，内容をうまく伝えられるか，相手の質
問に答えられるか不安だったが有意義な議論をするこ
とができた．自身の研究で調べた有機態窒素吸収はこ
れまで研究例がなく，多くの研究者に興味を持っても
らうことができた．質疑応答の中で，多くの研究者か
らお褒めの言葉を頂くことができた一方，手法の改善
点や結果の解釈，図の示し方，統計解析の仕方などに
ついて多くのアドバイスをいただいた．自身の研究に
関心を持っていただけたことで自信につながり，自身
の研究の課題についても知ることができたため，とて
も充実した機会になった．また他の研究者の発表を聴
講し，多くの知見を得ることができた．どの研究も独
創的なテーマで，厚みのあるデータで事細かく検証さ
れていた．多くの研究者の発表を通じて学んだテーマ
設定や研究方針，手法を自分の研究にしっかりと落と
し込み，根の研究分野を開拓していける研究をしてい
きたいと感じた．（諏訪竜之介）
今回の ISRRは私にとって初めての国際学会，初め
ての英語でのポスター発表であった．そのためドイツ
への渡航前には不慣れな英語で臆せず議論することが
できるか，発表以外のブレイクタイムにおいて研究者
達の会話に入ることができるかを不安に感じていた．
しかし，開催されると，お話したどの研究者の方々も
暖かい雰囲気で，根の研究を共通項として様々な国の
研究者と積極的に交流することができ，非常に嬉し
かった．特に，自身の発表テーマである 「深層土壌」 
の根の寿命に興味をもつきっかけとなった論文の著者
が来ており，握手し発表を聞きに来ていただけたこと

が至福の出来事であった （写真 3）．さらに，同じ深層
土壌や細根動態を研究する方々と議論することができ
非常に有意義な時間であった．また，作物根の解剖構
造に関する発表では，樹木根と作物根における相違点
と認識していた現象も，土壌環境の変動や植物種に
よっては共通してみられることを初めて知り，非常に
興味深い内容であった．3日目の夜に開催されたバン
ケットでは，厳かな雰囲気で行われると予想していた
が，実際には自由に席を移動しながら食事を楽しむ非
常に和やかな雰囲気であった．さらに，会場には DJ

による音楽を楽しむスペースもあり，各国の研究者が
華麗なステップを披露していた （写真 4）．我々 4人も
恥じらいながらもサムライステップを披露し，他の研
究者達と楽しい時間を過ごした．ISRR全体を振り返
ると，積極的に会話はできたものの，英語の意図を一

根 研 究 学 会 Japanese Society for Root Research (JSRR) 
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写真 3 ポスター発表の 1 コマ． 131 

憧れの研究者を前に嬉しさと緊張が混じる．写真左側から Amandine Germon 氏，細井，132 
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写真 3 ポスター発表の 1コマ．
 憧れの研究者を前に嬉しさと緊張が混じる．写真左側

から Amandine Germon氏，細井，Christophe Jourdan氏．
根 研 究 学 会 Japanese Society for Root Research (JSRR) 
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写真 4 バンケットでの一幕． 139 

DJ による音楽を楽しむスペースが設置され，研究者たちが楽しくダンスコミュニケーションを行って140 

いる． 141 
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写真 4 バンケットでの一幕．
 DJによる音楽を楽しむスペースが設

置され，研究者たちが楽しくダンスコ
ミュニケーションを行っている．
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度でキャッチすることが難しかったため，英語能力が
より堪能であれば限られた時間でも一歩深い議論がで
きただろうと悔しさが残った．また，生育環境や種の
異なる根でみられる共通点や相違点の興味深さや，自
身の研究と世界中で並行して行われている研究の繋が
りを改めて実感し，現在取り組んでいる修士研究によ
り一層力を入れて取り組んでいきたいと感じた．（細
井彩）
今回 ISRRに参加し，世界の第一線で活躍する根の
研究者と議論することができ，非常に良い経験を得た．
私はポスターセッションにて，修士課程での研究成果
を発表した．自身の研究テーマの一つである根呼吸や
根のフェノロジーに関する研究発表はあったものの，
根の非構造性炭水化物との関わりを研究していること
に対して面白いという言葉を聴講者から聞き，嬉しさ
を感じた．樹木根以外を研究対象としている方々から
は目新しい意見を投げかけられたことで，白熱した議
論となった．さらに，調査地である山岳域の森林の気
候の特徴についても質問を受け，日本の山岳域の森林
研究の状況や課題なども海外研究者に伝えることがで
きた．本学会では技術色の強い発表も多く，スキャナ
法やミニライゾトロン法をはじめ，いかにして非破壊
的に根の成長や生態を観察するかが世界的トレンドの
一つであることを改めて実感した．その他，根の形質
をより高い精度で分析するための画像解析ソフトウェ
アの提案など，日本ではまだ普及していない技術や手
法を知ることもできた．根研究とは関係ないが，国際
学会の運営事情も興味深かった．学会を通じて食事が
提供されることがしばしばあったが，そのどれもが
ヴィーガン料理で，私自身タンパク質が不足した．宗
教や思想が混在するヨーロッパ開催である故，様々な
参加者に受け入れられる環境を提供することも国際学
会運営の重要事項であると感じた．世界的研究課題や
トレンドを知ると同時に，樹木根研究における自身の
研究の位置づけを認識することのできた貴重な学会で
あった．（橋本裕生）

16時間の長い長いフライトを終えドイツに降り立つ
と，そこには欧州特有の美しい街並みが広がっていた．
感動を覚えながら最初の朝食にクロワッサンを食べ
た．外はサクサク，中はふわふわ，濃厚なバターと小
麦の味が口の中に広がり時差ボケも吹き飛んだ．初め

てのヨーロッパ，初めての対面参加ということもあり，
今回の ISRRには大きな不安を抱えて挑んだ．世界の
根研究者たちと渡り合えるのだろうか？ そんな緊張
をよそに，初日からカナダの研究者と 1時間にわたっ
て議論が白熱した．主な議題は 「根形質の種内変動が
樹木の成長に与える影響」 だったが，途中から顕微鏡
観察の話題となり根毛や菌糸の見え方の違いについて
2人で夢中になって話し合った．英語はぎこちなかっ
たが，論文では表せない普段の観察で見つけた苦労や
感動を海外の研究者と根を共通言語として共有でき，
大きな喜びを感じた．不安も軽くなり迎えたポスター
発表，熱帯や乾燥帯といった多様な生態系の研究者と
議論し，根の形態変化が同じであってももたらされる
機能の変化が異なることに驚いた．樹木の多様な戦略
に驚くとともに，現象の一般化に向けては世界中の研
究者と話をする重要性を感じた．ISRRを通じて，改
めて根の深みを体感し，まだまだできる事，やりたい
ことがあることを再認識できた．この気持ちを大事に
今後の研究を進めていきたい．（増本泰河）

ISRRに参加して根研究の最先端，奥深さを知り，
自身の研究の世界との繋がり，発展性を認識した 4人．
それぞれが感じた 「世界の根研究のいま」 を大切に今
後の研究生活を歩んでいきたい （写真 5）．
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写真 5 学会会場，ヘルムホルツ環境研究センターにて閉会式後の様子． 145 

写真左側から諏訪，増本，細井，橋本． 146 

 147 

写真 5 学会会場，ヘルムホルツ環境研究セン
ターにて閉会式後の様子．

 写真左側から諏訪，増本，細井，橋本．
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2024 年年度度 根根研研究究学学会会賞賞 のの決決定定ににつついいてて 
 
 今年度の根研究学会賞については，本誌『根の研究』の前々号（第 33 巻第 2 号）において候補

募集の告示を致しました．推薦があった業績について，専門分野が近い複数の会員に評価を依頼

し，その答申に基づいて正副会長で審議の結果，下記の通り，学術功労賞 1 件，学術奨励賞 3 件

の授賞が決定しました．ここに，会員の皆様に御報告します． 
 功労賞，奨励賞の授賞式と受賞記念講演は，2024 年 12 月 14 日に開催される第 60 回根研究集

会（東海大学）で執り行う予定です．受賞者には，賞状と副賞（根研ロゴ入りパーカー）をお贈り

します．受賞記念講演の要旨は，第 33 巻別冊 2 号として根研究集会の一般発表の要旨集と一緒に

掲載を予定しています． 
＊「業績の概要」は，推薦状や審査報告を基に，根研究学会事務局が要約したものです． 
＊過去の受賞業績一覧は，根研究学会のホームページに掲載しています． 

授授賞賞がが決決定定ししたた業業績績ととそそのの概概要要 

【【学学術術功功労労賞賞  １１件件】】 

業業  績績：：ダダイイズズのの耐耐湿湿性性向向上上ののたためめのの二二次次通通気気組組織織にに関関すするる研研究究 
受受賞賞者者：：島島村村 聡聡（（農農研研機機構構九九州州沖沖縄縄農農業業研研究究セセンンタターー）） 
推薦者：小柳 敦史（農研機構中日本農業研究センター） 
業績の概要：受賞者はダイズの耐湿性の向上を目指し，これまで知見が少ないダイズなどの根，

茎等に形成される二次通気組織の研究に取り組んできた．二次通気組織の形成に関するマメ科植

物の種間差異とそれらが耐湿性に関与することを明らかにし，さらにこれらの形成にはダイズに

おける品種間差異，二次通気組織が形成過程などの顕著な研究業績を上げた．また，候補者は２

０１４年から２０２１年度までの実に４期８年の長きにわたり根研究学会の事務局長を務め，さ

らに「根の研究」，「Plant Root」の編集においても多大な貢献をはたした．以上から，根研究学

会学術功労賞にふさわしい業績として高く評価された． 
 
業績（関連の論文等） 
1. Satoshi Shimamura, Takeshi Nishimura, Tomokazu Koshiba, Ryo Yamamoto, Susumu Hiraga, Takuji 

Nakamura, Setsuko Komatsu (2016) Effects of anti-auxins on secondary aerenchyma formation in 
flooded soybean hypocotyls. Plant Production Science, 19: 154-160. 

2. Satoshi Shimamura, Ryo Yamamoto, Takuji Nakamura, Shinji Shimada, Setsuko Komatsu (2010) 
Stem hypertrophic lenticels and secondary aerenchyma enable oxygen transport to roots of soybean in 
flooded soil. Annals of Botany, 106: 277-284. 

3. Satoshi Shimamura, Satoshi Yoshida, Toshihiro Mochizuki (2007) Cortical aerenchyma formation in 
hypocotyl and adventitious roots of Luffa cylindrica subjected to soil flooding. Annals of Botany, 100: 
1431-1439. 

4. Satoshi Shimamura, Toshihiro Mochizuki, Youichi Nada, Masataka Fukuyama (2003) Formation and 
function of secondary aerenchyma in hypocotyl, roots and nodules of soybean (Glycine max) under 
flooded conditions. Plant and Soil, 251: 351-359. 

他に，関連原著論文10編，総説・解説記事等4編，学会賞等2件． 
 
【【学学術術奨奨励励賞賞  ３３件件】】 

業業  績績：：イイネネににおおけけるる可可塑塑的的なな側側根根形形態態制制御御機機構構のの解解明明    
受受賞賞者者：：河河合合 翼翼(農農業業・・食食品品産産業業技技術術総総合合研研究究機機構構) 
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2024 年年度度 根根研研究究学学会会賞賞 のの決決定定ににつついいてて 
 
 今年度の根研究学会賞については，本誌『根の研究』の前々号（第 33 巻第 2 号）において候補

募集の告示を致しました．推薦があった業績について，専門分野が近い複数の会員に評価を依頼

し，その答申に基づいて正副会長で審議の結果，下記の通り，学術功労賞 1 件，学術奨励賞 3 件

の授賞が決定しました．ここに，会員の皆様に御報告します． 
 功労賞，奨励賞の授賞式と受賞記念講演は，2024 年 12 月 14 日に開催される第 60 回根研究集

会（東海大学）で執り行う予定です．受賞者には，賞状と副賞（根研ロゴ入りパーカー）をお贈り

します．受賞記念講演の要旨は，第 33 巻別冊 2 号として根研究集会の一般発表の要旨集と一緒に

掲載を予定しています． 
＊「業績の概要」は，推薦状や審査報告を基に，根研究学会事務局が要約したものです． 
＊過去の受賞業績一覧は，根研究学会のホームページに掲載しています． 

授授賞賞がが決決定定ししたた業業績績ととそそのの概概要要 

【【学学術術功功労労賞賞  １１件件】】 

業業  績績：：ダダイイズズのの耐耐湿湿性性向向上上ののたためめのの二二次次通通気気組組織織にに関関すするる研研究究 
受受賞賞者者：：島島村村 聡聡（（農農研研機機構構九九州州沖沖縄縄農農業業研研究究セセンンタターー）） 
推薦者：小柳 敦史（農研機構中日本農業研究センター） 
業績の概要：受賞者はダイズの耐湿性の向上を目指し，これまで知見が少ないダイズなどの根，

茎等に形成される二次通気組織の研究に取り組んできた．二次通気組織の形成に関するマメ科植

物の種間差異とそれらが耐湿性に関与することを明らかにし，さらにこれらの形成にはダイズに

おける品種間差異，二次通気組織が形成過程などの顕著な研究業績を上げた．また，候補者は２

０１４年から２０２１年度までの実に４期８年の長きにわたり根研究学会の事務局長を務め，さ

らに「根の研究」，「Plant Root」の編集においても多大な貢献をはたした．以上から，根研究学

会学術功労賞にふさわしい業績として高く評価された． 
 
業績（関連の論文等） 
1. Satoshi Shimamura, Takeshi Nishimura, Tomokazu Koshiba, Ryo Yamamoto, Susumu Hiraga, Takuji 

Nakamura, Setsuko Komatsu (2016) Effects of anti-auxins on secondary aerenchyma formation in 
flooded soybean hypocotyls. Plant Production Science, 19: 154-160. 

2. Satoshi Shimamura, Ryo Yamamoto, Takuji Nakamura, Shinji Shimada, Setsuko Komatsu (2010) 
Stem hypertrophic lenticels and secondary aerenchyma enable oxygen transport to roots of soybean in 
flooded soil. Annals of Botany, 106: 277-284. 

3. Satoshi Shimamura, Satoshi Yoshida, Toshihiro Mochizuki (2007) Cortical aerenchyma formation in 
hypocotyl and adventitious roots of Luffa cylindrica subjected to soil flooding. Annals of Botany, 100: 
1431-1439. 

4. Satoshi Shimamura, Toshihiro Mochizuki, Youichi Nada, Masataka Fukuyama (2003) Formation and 
function of secondary aerenchyma in hypocotyl, roots and nodules of soybean (Glycine max) under 
flooded conditions. Plant and Soil, 251: 351-359. 

他に，関連原著論文10編，総説・解説記事等4編，学会賞等2件． 
 
【【学学術術奨奨励励賞賞  ３３件件】】 

業業  績績：：イイネネににおおけけるる可可塑塑的的なな側側根根形形態態制制御御機機構構のの解解明明    
受受賞賞者者：：河河合合 翼翼(農農業業・・食食品品産産業業技技術術総総合合研研究究機機構構) 
 

推薦者：犬飼 義明（名古屋大学農学国際教育研究センター） 
業績の概要：イネ科作物は，形態学的・解剖学的特徴の異なる S 型側根と L 型側根を形成す

る．イネにおいて，天水田のように土壌の乾燥が頻発するような環境下では，乾燥ストレスに応

答して太く長く，かつ高次側根を形成するL型側根を可塑的に増加させ，根域拡大をもたらす能

力が地上部生育の維持に貢献する．しかし，外部環境により可塑的に変化する根系形態の遺伝学

的解析は困難であり，可塑的な側根発育を制御する分子機構は未知であった．受賞者は水耕栽培

したイネ種子根の根端を切除することで L 型側根を誘導する根端切除法を確立した．根端切除

法を用いて，野生株よりも多くの L 型側根を形成する変異体を選抜し，側根原基サイズ増加の

ブレーキとして働く QHB/OsWOX5 遺伝子，レーザーマイクロダイセクション法により側根原

基サイズ増加のアクセルとして働く OsWOX10 遺伝子を同定した．これまでにイネの生育にお

いて重要な機能を持つことが示されてきた可塑的な 側根発育に関して，その制御機構の一端を

明らかにした申請者による研究成果は，植物の根に関する学術の発展に大きく寄与するものであ

り，今回の根研究学会学術奨励賞の受賞者として相応しいと評価された． 
 
業績（関連の論文等） 
1. Tsubasa Kawai, Misuzu Nosaka-Takahashi, Akira Yamauchi, Yoshiaki Inukai (2017) Compensatory 

growth of lateral roots responding to excision of seminal root tip in rice. Plant Root 11: 48–57. 
2. Tsubasa Kawai, Kyosuke Shibata, Ryosuke Akahoshi, Shunsaku Nishiuchi, Hirokazu Takahashi, Mikio 

Nakazono, Takaaki Kojima, Misuzu Nosaka-Takahashi, Yutaka Sato, Atsushi Toyoda, Nonawin Lucob-
Agustin, Mana Kano-Nakata, Roel R. Suralta, Jonathan M. Niones, Yinglong Chen, Kadambot H. M. 
Siddique, Akira Yamauchi, Yoshiaki Inukai. (2022) WUSCHEL-related homeobox family genes in rice 
control lateral root primordium size. Proc. Natl. Acad. Sci. U.S.A. 119: e2101846119. 

3. Tsubasa Kawai, Ryosuke Akahoshi, Israt J. Shelley, Takaaki Kojima, Moeko Sato, Hiroyuki Tsuji, 
Yoshiaki Inukai (2022) Auxin distribution in lateral root primordium development affects its size and 
lateral root diameter in rice. Front. Plant Sci. 13. 834378. 

4. Tsubasa Kawai, Yinglong Chen, Hirokazu Takahashi, Yoshiaki Inukai, Kadambot H. M. Siddique 
(2022) Rice genotypes express compensatory root growth with altered root distributions in response to 
root cutting. Front. Plant Sci. 13: 830577. 

他に，学会賞6件． 
 
業業  績績：：アアーーババススキキュュララーー菌菌根根(AM)菌菌質質材材をを有有効効にに活活用用すするるたためめのの土土壌壌環環境境条条件件のの解解明明おおよよびび根根

のの可可塑塑性性をを利利用用ししたたリリンン酸酸局局所所施施肥肥技技術術のの開開発発 
受受賞賞者者：：神神山山 拓拓也也（（宇宇都都宮宮大大学学農農学学部部）） 
推薦者：山内 章（名古屋大学アジアサテライトキャンパス学院） 
業績の概要：日本はリン酸肥料原料の 100％を輸入に依存しており，近年の世界的な肥料価格の高

騰を受け，生産者の経営を圧迫している．これまでに，候補者は，植物のリン酸吸収を促進する

アーバスキュラー菌根(AM)菌質材を有効に活用するための土壌環境条件を解明した．また，根の

可塑性を利用したリン酸局所施肥技術の開発を進めている．土壌中のリン酸量を施肥により変化

させた圃場で，AM 菌の接種試験を実施し AM 菌叢を解析した結果，土着の AM 菌が少ない圃場

で接種した AM 菌が定着し，増収に寄与することを明らかになった．また，受賞者は研究を進め

る中で，土壌中に発達した根系の構成根の配置や構造を破壊せずに根系全体を採取し，保存する

ために，従来の根箱・ピンボード法を応用した根系採取装置を開発し，特許化・商品化した．受

賞者は現在，根研究学会の評議員ならびに「根の研究」編集委員を務めている．これらのことか

ら，根研究学会学術奨励賞にふさわしい業績として高く評価された． 
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業績（関連の論文等） 
1. Niwa, R. *, Koyama, T.*, Sato, T., Adachi, K., Tawaraya, K., Sato, S., Hirakawa, H., Yoshida, S., Ezawa, 

T (* Contributed equally) (2018) Dissection of niche competition between introduced and indigenous 
arbuscular mycorrhizal fungi with respect to soybean yield responses. Sci. Rep. 8: 1-11. 

2. Koyama, T., Adachi, K., Suzuki, T (2019) Response of soybean plants to two inoculation methods with 
arbuscular mycorrhizal fungus of Glomus sp. strain R-10 under field condition. Plant Prod. Sci. 22: 215-
219. 

3. Hahsimoto, M., Aoki, H., Murakami, S., Koyama T (2023) Where, when, and which root types do 
respond to local phosphorus supply? Research Square 1-21.  

4. Koyama, T. *, Murakami, S. *, Karasawa, T., Ejiri, M., Shiono, K. (* Contributed equally) (2021) 
Complete root specimen of plants grown in soil-filled root box: sampling, measuring, and staining 
method. Plant Methods 17: 1-13. 

他に，総説・解説記事等 2 編，学会賞等 3 件． 
 
業業  績績：：多多雪雪地地域域ににおおけけるる春春先先のの樹樹木木根根のの動動態態おおよよびびそそのの形形質質特特性性にに関関すするる研研究究 
受受賞賞者者：：菅菅井井 徹徹人人氏氏（（国国立立研研究究開開発発法法人人森森林林総総合合研研究究所所）） 
推薦者：牧田 直樹（信州大学理学部） 
業績の概要：多様な積雪環境をもつ北方林では，土壌凍結やニッチ競争に起因して，雪解け直後

の早春における根の動態の解明が重要な課題としてあげられている．融雪後の土壌空間や資源の

獲得に関する適応的戦略を解明するため，少雪域と多雪域に由来する 5 年生のトドマツ苗木を多

雪域の共通圃場試験地で栽培し比較した．雪解け直後の早春と，雪解け後から 1 ヶ月経過した晩

春に苗木を掘り起こした．土壌空間を探索するパイオニア根と土壌資源を獲得する繊維状根を区

別して採取し，重量や本数，形態及び解剖構造を測定した．多雪域の集団でのみ，早春から晩春

にかけてパイオニア根の本数や比根長が有意に増加し，中心柱の厚みが減少することが観察され

た．本研究の結果から，土壌空間の探索を担うパイオニア根の動態は多様な積雪条件を持つ春の

土壌環境への適応と関連していることが示唆された．また，本技術は汎用性が高く，他の作物に

おいても適用可能である．受賞者は多くの海外共同研究にも精力的に係わっており，根研究学会

学術奨励賞にふさわしい業績として評価された． 
 
業績（関連の論文等） 
1. Sugai, T., Kitamura, K., Sawata, K., Sasaki, Y., Ishizuka, W (2024) Regional variation in branch 

morphological and physical traits in Abies sachalinensis associated with winter climatic conditions. 
Journal of Forest Research. (accepted in press) 

2. Sugai, T., Harayama, T., Tobita, H., Kitao, M. (2024) Effects of soil compaction and vegetation weeding 
on the above-, and belowground growth of boreal evergreen conifer seedlings. New Forests. (accepted 
in press) 

3. Sugai, T., Ishizuka, W., Masumoto, T., Endo, I., Ide, J., Fujita, S., Makoto, K., Makita, N (2024) Spring 
growth variation in pioneer and fibrous roots in Abies sachalinensis seedlings from provenances with 
contrasting snow cover environments. International Journal of Plant Sciences. 34:187-195. 

4. Harayama H, Tsuyama I, Yamada T, Kitao M, Furuya N, Yazaki K, Sugai, T., Uemura A, Sasaki S, 
Utsugi H. (2024) Eight-Year Survival and Growth of Sakhalin Fir (Abies sachalinensis) Seedlings with 
One Weeding Operation: Impact of Mechanical Site Preparation, Vegetation Release, Summer Planting, 
Stock Type, and Forwarder Trail. Forests. 15. 

5. Sugai, T., Ishizuka, W., Watanabe, T (2024) Landscape gradient of autumn photosynthetic decline in 
Abies sachalinensis seedlings. Journal of Forestry Research. 34:187-195. 

他に，原著論文 15 編． 
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